
ま
す
。�

　
ま
た
、
市
内
糸
魚
町
に
あ
る
湧

水
池
「
本
願
清
水
」
に
は
、
冷
た

く
て
き
れ
い
な
水
に
し
か
住
め
な

い
「
イ
ト
ヨ
」
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
住
む
イ
ト
ヨ
は
、
全

国
で
も
数
ヵ
所
に
し
か
生
息
し
な

い
淡
水
型
で
、
イ
ト
ヨ
の
住
む
池

が
日
本
の
南
限
に
位
置
す
る
こ
と

か
ら
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年

に
「
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
生
息
地
」

と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
「
本
願
清
水
」
近
く
に
は
、

イ
ト
ヨ
の
保
護
と
水
環
境
の
保
全

啓
発
を
目
的
と
し
た｢

本
願
清
水

イ
ト
ヨ
の
里｣

が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
イ
ト
ヨ
を
ガ

ラ
ス
越
し
に
観
察
で
き
、
地
元
の

水
に
関
す
る
歴
史
な
ど
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。�

�

お
問
い
合
わ
せ�

「
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里
」�

�
０
７
７
９
ー

６
５
ー

５
１
０
４�

休
館
日
　
月
曜
日�

E
-m
ail  info@

itoyo.net�
U
R
L
  http://w

w
w
.itoyo.net/

「本願清水イトヨの里」観察コーナー�

いとよ生息地「本願清水」�

七間朝市開き�
とき／3月21日（金）�

場所／七間通り�

�

大野さくらまつり�
とき／4月上旬�

場所／市内各3会場にて�

�

七間朝市山菜フードピア�
とき／5月10日（土）～11日（日）�

場所／七間通り�

�

越前大野名水マラソン�
とき／5月25日（日）�

場所／市役所前�

�

おおの城まつり�
とき／8月13日（水）～16日（土）�

場所／六間大通り�

い
と
よ�

ほ
ん�

が
ん�

し
ょ
う�

ず�

大カツラ�
越
美
北
線�

うしがはら�
きたおおの�きたおおの�

本願清水�
イトヨの里�

157

476 158

平成大野屋平成大野屋�平成大野屋�

御清水御清水�御清水�

えちぜん�
たの�

えちぜん�
とみた�

かきがしま�

かどはら�

武家屋敷旧内村家武家屋敷旧内村家�武家屋敷旧内村家� えちぜんおおの�えちぜんおおの�
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　「
北
陸
の
小
京
都
」
と
呼
ば
れ

る
大
野
市
は
、「
水
の
町
」
と
い

う
も
う
一
つ
の
顔
を
持
っ
て
い
ま

す
。
大
野
市
は
、
古
い
時
代
に
断

層
に
よ
っ
て
落
ち
込
ん
で
で
き
た

く
ぼ
地
に
、
周
り
の
山
地
か
ら
流

れ
込
む
河
川
が
山
肌
を
刻
み
込
み
、

運
ん
で
き
た
砂
礫
や
粘
土
が
堆
積

し
て
で
き
た
盆
地
で
す
。
こ
の
盆

地
は｢

地
下
ダ
ム
型
帯
水
盆｣

と

呼
ば
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
地
下
水
が
豊
富
で
、
湧
水
池

が
市
内
の
至
る
所
に
あ
り
ま
す
。

今
で
も
、
市
街
地
の
家
庭
で
は
地

下
水
を
生
活
用
水
と
し
て
利
用
し

て
お
り
、
市
民
の
生
活
と
切
り
離

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
中
で
も
、「
御
清
水
」
と
呼
ば

れ
る
市
内
泉
町
の
湧
水
池
は
、
環

境
省
名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い

大カツラ（大野市下打波）�
　大野市下打波集落の白山神社には、樹齢約

1000年の大カツラがあります。幹回り13.9ｍ、 

樹高28ｍの県内最大の巨木で、地上約５ｍのと

ころから８本に枝が分かれています。幹先には

多くのコケやシダが着生し、老木の風格を漂わ

せています。 �

�その昔、白山を開いた泰澄大師が白山へ向か

う途中に、この地で宿泊され食事を取りました。 

使った箸を土に差したところ、発根し成長した

のが、この大カツラだと伝えられています。 

名水百選にも選ばれた泉町の「御清水」� 冬温かくて夏冷たい地下水（本願清水イトヨの里）�

しもうちなみ�

お�

し
ょ
う�

ず�

さ�

れ
き�
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